








　

　中世ヨーロッパでペスト感染症が流行したのちには、“再生“を意味するルネサンスの時代が
訪れた。ボッティチェッリの《プリマヴェーラ（春）》が象徴するように、それは暗い”冬”を抜けた
先におとずれる”春”に喩えられる。だけど、はたして中世ヨーロッパに春がなかったかと問うて
みれば、そんなことなかったはずだと思う。たとえ公に描き残されていなくても、その時代に生き
た人たちもきっとまた、春のような陽気ムードをひそかに味わうこともあったんじゃないか。四
季を大事にする日本に暮らしていると、はるかな時代を越えて共鳴しあう春のよろこびの普遍
性を、そんなふうに感じたりもする。

　いつにも増して待ちわびた今年の春は、ことさら短かった。すでに夏めいた日差しが照るな
か、春をテーマにしたart space co-jinの「Spring up Spring 展」を訪れると、花をモチーフ
として描かれた色とりどりの絵画たちに眩しく迎えられる。
　緑と白を基調とする100号の大型平面の、渡辺あふるさんのお花畑はひときわ存在感を放
ちながらも、他の作家の色彩豊かな小品たちを邪魔しない。普段はワンモチーフを画面いっぱ
い大胆に描くらしいが、この作品は調和を意識して描かれたそうだ。
　花から受けたインスピレーションを色鉛筆でグリグリと矩形に塗り、数色を用いてリズミカ
ルに構成するMAMEMIさん。同じ手法で続けられるシリーズながら、その色づかいはヴァリ
エーション豊かだ。内側に秘めたエネルギーを放出するように、塗り込められた画面上に潔い
線を引く。
　中村郷美さんは、墨やペンのドローイングで勢いよく花の輪郭を画面内に配置してから、花
びらや額を彩色する。同じお花を繰り返し描いて抽象度の高い描きの型を作り（展示されてい
るアジサイの型は秀逸）、ときには花瓶の花束や花の描かれたうちわの画中画にも挑戦する実
験精神の持ち主らしい。
　西谷文孝さんの絵は、詩のカリグラフィーが転じたものだそうで、象形文字のような墨絵の
花々が深みのあるポエジーを感じさせる。新しく取り組まれたという刺繍の制作は、縫い線の
連なりが有機的に広がり、言語も記号も越えたメッセージを伝えるかのよう。
　テンプレート定規で描く小さな愛らしいモチーフを画面に散りばめる長村良彦さんは、かっ
ちりとした幾何学的な構成へのこだわりを感じさせる。針先のような自作の画道具に絵の具を
乗のせて、何往復も運ぶ途方もない彩色作業を選び、1枚の絵に約半年の時間を込めるとい
う。
　
　描き手たちは、それぞれ独自の造形言語・造形手法をつむぎ続けてきたようだ。みずからの
手で描くよろこびが、春めいた会場に満ちている。“春”的なものが中世には影をひそめていたよ
うに、おそらくこうした営みは非常にひそやかに続けられてきたものだろう。現代の感染症時代
はまだまだ収束とはいかないが、弾むような春を描く人たちの営為は、以前も以後も、きっと変
わらない。
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